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本号では、あらゆる生命現象の基本概念である「生命
のセントラルドグマ」にまつわる最新の知見を特集しま
した。セントラルドグマは生命科学を学んだことのある
すべての人が知っている概念である一方で、近年の科学
技術の飛躍的な発展により、新常識となりうる驚きの生
命現象も数多く見つかってきました。このようにセント
ラルドグマ周辺領域の知識が大きくアップデートされつ
つあるため、生命科学の研究者のみならず、生物学に興
味のある学生や生物学を教える立場にある教員など、幅
広い読者に新たな常識をお届けできればという思いで本
特集をまとめました。
様々な生物のゲノムが解読され、生命科学の研究スタ
イルは、大量のゲノムや遺伝子関連情報を基盤とする
データ駆動型へとシフトしつつあります。次世代シーケ
ンサの普及や質量分析技術の向上により、生命現象に関
わる多元的かつ膨大な情報が得られるようになりました。
そのため、従来の分子生物学や遺伝学等の生物学に加え
て、情報学や統計学と組み合わせて統合的に解析し、複
雑な生命現象の原理をシステムとして理解する試みが世
界的にも勢いを増しています。実際に、筆者を含めた多
くの実験生物学者は、自身の研究に情報科学的な方法論
を導入することで、生命現象のさらなる解明や制御への
応用を目指しています。本特集を担当された先生方も、
最先端の技術を導入し研究スタイルを柔軟に適応させる
ことで、数多くの素晴らしい発見をされてきました。
本特集では、遺伝情報の複製に関する最新の知見を本
学客員教授である正井久雄博士と本学出身者である井口
智弘博士が、遺伝子発現を制御する仕組みであるエピ
ジェネティクスが細胞の変化に果たす役割について本学
教員である伊川友活博士と前澤が、哺乳動物細胞が有す
る塩基編集機構の新たな役割とその利用について本学教
員である櫻井雅之博士が、生物種を超えた遺伝情報の操
作による細胞の創出について本学客員教授である松永幸
大博士と本学出身者である青木遼太さんが、それぞれ担
当しました。
最後に、本特集号に関連する最新の研究成果を執筆し
ていただいた先生方、および本誌編集委員や編集室担当
のみなさまのご協力に、この場を借りて心より御礼申し
上げます。
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●	世界のがん研究の潮流と本学のがん研究の将来像
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	 がん研究の今とこれから
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